
平成22年度環境保全戦略講座（地球温暖化防止分野）〔実施結果の概要〕 

現在・未来の政策提言リーダーのための実践的戦略講座 

～飛躍的な活動発展に向けた、新たなるアイデア～ 

（1）目的・趣旨 

2013年以降の国際枠組構築交渉は混迷を極め、国・自治体の温暖化政策もなかなか進展していま

せん。民間団体（NGO・NPO）の政策提言活動は進歩していますが、政策の進展度合いは温暖化の悪

影響回避に程遠く、民間団体の提言活動の発展・改善が必要です。政策形成を後押しする民間団体

への政策担当者の期待は大きく、民間団体との協働（支援も含む）を実施・検討する企業も増えて

います。このような状況の中で各セクターの第一線で活躍する講師を招き、民間団体の政策提言活

動の役割・可能性を再確認しつつ、戦略構築、政策担当者・企業との協働強化をともに考え・学び、

新たなるアイデア・人材の育成を支援するため、ＪＡＣＳＥＳが企画・運営し本講座を開催しまし

た。 

 

（2）プログラム概要 

①開催日時：2010 年 12 月 18 日（土）13：00～19：00、12 月 19 日（日） 9：30～17：30 

②会場：貸教室・貸会議室 内海（〒101-0061 東京都千代田区三崎町 3-6-15）  

③対象者及び参加人数： 

対象者：地球温暖化防止のための政策提言活動を行っている民間団体のリーダー・スタッフ・

ボランティアの方。および、将来のリーダー・スタッフを目指す方。 

参加人数：関東・近畿より参加者 30 名。 

④開催プログラム及び講師 

＜12 月 18 日＞ 

13：00 ～ オリエンテーション    

13：30 ～ 講演：政策（国際枠組・国・都道府県・市町村）の最新動向と 

民間団体の課題・可能性（講師：小林氏、増原氏、逢見氏） 

16：00 ～ ワークショップ：民間団体の政策提言の意義/可能性と課題など 

18：00 ～ ワークショップ成果発表と全体まとめ 

19：30 ～ 交流会 

＜12 月 19 日＞ 

9：30 ～ １日目の振り返り 

9：50 ～ 講演： ＮＧＯと政策担当者と企業との協働により広がるＮＧＯの 

可能性（講師：岸田氏、鵜尾氏） 

12：40 ～ 昼食           

13：30 ～ ワークショップ：政策担当者・企業との効果的な協働を進めるための方法など 

15：30 ～ ワークショップ成果発表と全体まとめ 

講師：小林 光 氏（環境省事務次官） 

増原直樹 氏（環境自治体会議環境政策研究所研究員） 

逢見直人 氏（日本労働組合総連合会副事務局長 ） 



古沢広祐 氏（國學院大學教授、JACSES 代表理事） 

岸田眞代 氏（NPO 法人パートナーシップ・サポートセンター代表理事） 

鵜尾雅隆 氏（㈱ファンドレックス社長、日本ファンドレイジング協会常務理事） 

篠原道雄 氏（本田技研工業株式会社環境安全企画室室長） 

※役職は講座開催時のものです。 

（3）実施概要 

１日目は、オリエンテーションの後、政策形成の現場にいる小林氏、NGOの政策提言の現場にいる

増原氏、労働組合の政策提言の現場にいる逢見氏より、国際社会及び国内（国・自治体）の温暖化

政策の最新動向、民間団体の政策提言の役割・可能性についてお話いただきました。その後、ワー

クショップを実施しました。参加者各自に、提言活動における課題／新たなアイデア等をワークシ

ートに記入していただいた後、グループワークを実施。京都議定書や環境税を題材に、説得力ある

政策提言を行うための手法の一端を体験していただきました。最後に、全体で、ワークショップ成

果の発表・講師（古沢氏等）からのコメント・全体のまとめを行いました。 

２日目は、１日目の振り返りの後、岸田氏、鵜尾氏より、民間団体の活動発展に向けた政策担当

者や企業との協働や資金調達の方法についてお話いただきました。その後、ワークショップを実施。

まず、参加者各自に、本講座によって新たに考えられた課題解決法・地球温暖化政策強化に向けた

アイデアをワークシートに記入していただき、グループに分かれ一人ずつ発表していただいた後、

参加者個々の提案をもとに、全体で実行しうる企画づくりに取り組みました。その後、全体でワー

クショップ成果の発表を行い、自然エネルギー普及のための NGO・企業・メディア等の協力プロジェ

クト等、様々な提案が生まれました。講師（午後のワークショップを担当した篠原氏も参加）・参

加者全員で、民間団体が政策担当者・企業との効果的な協働を進めるための方法／アイデア／戦略

などに関し、意見交換・まとめを行いました。 

講座・アンケートを通じ、講座参加者より、今回の講座に対し、「企業との協働の必要性がわかっ

た」「NGO・NPO が本来どうあるべきかをもう一度見つめ直す機会が持てたので良かった」「他の団体

の人々と交流しながら、政策提言プロセスを改善するいくつかの方法を見つけた」等の感想が寄せ

られました。 

また、講座参加者より、今後への期待として、「提言を政策形成につなげる具体的なやり方をさら

に深く知りたい」「協働できる企業探しをしたい」「中小企業の温暖化対策（＆雇用創出）につなが

る政策提言を期待したい」等の声もいただくことができました。 

今後へのアイデアとしては、「NGO が集合して意見発信していくためのプラットフォーム作り」「政

策提言を行う民間団体の資金調達を支援する仕組み・プラットフォーム作り」「特定地域での民間団

体・企業・行政のネットワーク・協議会（コンソーシアム）作り」等が出されました。講座参加者

の今後の取り組みが期待されます。 

今回の研修を機に、民間団体参加者と当センターとの間での実際の協力（連携しての調査提言等）

がすでに複数始まっています。企業参加者から、「NPO 支援を検討する」「ぜひ NGO と連携し、ビジネ

スとして取組みたい」等のお話もいただき、実際の相談も始まりました。 

 

 



 

（4）当日の写真 

         １日目グループワークの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日目企画発表の様子 

 


